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膜分離活性汚泥法
Membrane Bioreactor

Porlock, イギリス
計画汚水量 1,900m3/日
・欧州初の下水MBR納入
  1998年竣工

Al Ansab, オマーン
計画汚水量 125,000m3/日
・中東地域最大規模

Canton, アメリカ合衆国
計画汚水量 158,970m3/日
・北米最大規模のMBR施設

■下水処理場への納入実績
（2023年12月現在 計1108件※）

鹿沼市古峰原水処理センター
計画汚水量 240m3/日

標茶町塘路終末処理場
計画汚水量 125m3/日

名古屋市
守山水処理センター
計画汚水量 5,000m3/日
・UCT（A20）型
膜分離活性汚泥法

豊田市あすけ水の館
計画汚水量 1,800m3/日

梼原町梼原浄化センター
計画汚水量 720m3/日

新宮町新宮中央浄化センター
計画汚水量 6,060m3/日
・再開発地区に立地
 水処理設備は完全地下式

大田市大田浄化センター
計画汚水量 2,150m3/日

雲南市大東浄化センター
計画汚水量 1,620m3/日

堺市三宝下水処理場
計画汚水量 60,000m3/日
2011年3月～2014年3月
・改築更新

堺市泉北下水処理場
計画汚水量 20,000m3/日
・改築更新
・三宝MBR膜ユニットを移設

・改築更新
・合流式下水道

大阪市中浜下水処理場
計画汚水量 40,000m3/日

・合流式下水道

大阪市海老江下水処理場
計画汚水量 34,650m3/日

■国内下水処理場への納入実績
（2024年4月現在 計18件※）

Big Creek, アメリカ合衆国
計画汚水量 120,000m3/日
・下水処理場の再構築
2024年竣工

RW400

SP600

EK400

福崎浄化センター
計画汚水量 8,400m3/日
2005年3月竣工
・日本初のMBR下水処理場

大津水再生センター
計画汚水量 18,800m3/日
2027年3月 竣工予定
・下水処理場の再構築

琵琶湖東北部浄化センター
計画汚水量 10,650m3/日
2025年9月 竣工予定
・処理水T-N<3mg/Lの
超高度処理

欧州・アフリカ
362件

アジア・オセアニア
313件

南北アメリカ
301件

中 東
132件

トータルコストを低減する
次世代処理プロセス

設楽町田口浄化センター
計画汚水量 690m3/日

・処理水T-N<4mg/Lの
超高度処理

熊本市東部浄化センター
計画汚水量 34,400m3/日

南さつま市
加世田浄化センター
計画汚水量 600m3/日

※日本国内を除く

※膜ユニットのみの販売実績を含む

※膜ユニットのみの販売実績を含む



膜分離活性汚泥法(MBR：Membrane Bioreactor)とは クボタMBRの特長
膜分離活性汚泥法(MBR：Membrane Bioreactor)は、膜ろ過により固液分離を行う活性汚泥法であり、
従来法と比べ、コンパクトなシステムでありながら高度な処理水が得られます。

SP膜、サイフォンろ過の採用、その他周辺機器の省エネルギー化により、MBRシステムの消費電力量を
約55%削減※し、従来の高度処理方式と同等まで引き下げました。

薬品洗浄は年数回、膜を反応タンクに浸漬したまま
薬液を注入するだけでよく、完全自動化しています。
膜を吊上げての浸漬洗浄は不要です。

シート状の平膜のため、し渣が絡み付きにくい構造で、
下水処理での長期運転に適しています。

クボタMBRによる改築のメリット

HRT：12～16hr
MLSS：2,000～3,000mg/L

P

最初沈殿池

最初沈殿池※ 反応タンク

反応タンク 最終沈殿池 砂ろ過※
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HRT：6～8hr
MLSS：10,000mg/L

P

●清澄な処理水
●消毒不要
●省スペース
　•高濃度MLSS 運転による反応槽容量縮小
　•最終沈殿池が不要

※当社従来品比

小規模処理場から大規模処理場まで、各々の処理規模のニーズに適した
膜ユニットをご提供します。

①省エネルギー性

④多彩な膜ユニットのラインナップ

②容易な膜洗浄 ③夾雑物に強い平膜
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従来型
MBR

水中ミキサ
ポンプ循環

省エネ型
MBR

膜ユニット
膜ろ過方式

EK型
ポンプろ過

Kウイング
エアリフト循環

SP型
サイフォンろ過

その他機器

＜消費電力試算条件＞
処理方式：循環型硝化脱窒式膜分離活性汚泥法
処理水量：日最大5,000m3/d、日平均4,000m3/d
対象範囲：最初沈殿池、微細目スクリーン、反応槽、送風機

送風機
膜ろ過ポンプ
その他周辺機器

中空糸膜 クボタ平膜 中空糸膜 クボタ平膜

従来法

膜ユニット吊上げ

薬液
タンク

膜分離槽 薬液浸漬槽

薬液タンク膜分離槽

薬液浸漬洗浄が
必要

排泥

薬液タンク膜分離槽

廃液処理不要

吊上げ不要

完全自動化

排泥⇒薬液投入
⇒静置⇒中和⇒
排液⇒汚泥投入

し渣が絡み付きにくい

※必要な場合

※省略可

①既存の土木躯体を利用し、
　施設の処理能力を倍増できます

③限られた敷地の中でも短期間で処理場を全面改築できます

②処理場統廃合の際、
　処理能力増強手段として効果的です

××
A処理場

統廃合により廃止 MBRで処理能力増加

B処理場
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最初
沈殿池 最終沈殿池

最終沈殿池
跡地

10,000㎥/d

20,000㎥/d 創エネ施設やビオトープ
建設用地に転用

1系列だけにMBRを
導入し処理能力を確保

MBR系列を撤去(移設）し
新しい施設を建設※

※MBRを改築更新時の仮設備として導入した場合。
※膜ユニットは移設・再利用が可能です。

循環式硝化脱窒法
反応タンク

クボタMBR最初
沈殿池

複数系列を撤去 新しい処理施設を建設
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サイフォンろ過
平膜は圧力損失が小さいため、反応タンクとろ過水タンク
の水位差を利用したサイフォンろ過が可能です。
ポンプ動力を約99％削減しました。

・ 小規模施設向け
・ 有効膜面積320m2/台
・ 高MLSS運転に対応

EK400
・ 中規模施設向け
・ 有効膜面積580m2/台

RW400
・ 中大規模施設向け
・ 有効膜面積600m2/台
・ 省エネルギー

SP600

MBR

MBRの長所

し渣が
絡み付きやすく、
清掃が必要


